
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

【 注 意 】 

 

   本冊子には、京都市教育委員会が主催又は共催する講座 ・  

  研 修 会 のうち、現 時 点 で確 定 しているものを掲 載 しておりますが、 

  日 程 等 を変 更 する場 合 があるとともに、その他 必 要 に応 じて開 催 

  するものもあります。 

 

 

       ★  ・・・ 指  名  研  修  

        ※  ・・・ 研 究 会 等 と の 共 催 研 修  

« » ・・・ 研 究 会 等 の 主 催 研 修  

 

 

   ＊   主任等を対象とした研修会について、研修会名に 「 ★」 が 

     ないものについては、校 長 ・ 園 長 が、それぞれの学 校 園 の抱 える 

      教 育 課 題 や学 校 教 育 目 標 を踏 まえて、受 講 の必 要 性 を判 断 して 

      ください。 

 

    ＊   対 象 を「 教 員 」 ・ 「 教 職 員 」 としている場 合 は、常 勤 ・ 非 常 勤 講 師  

等 を含 みます。 

 

 

  ＊ 各講座・研修会についての御連絡・お問い合わせ等は、 

   区 分 一 覧 の「 所 管 」 欄 に記 載 の教 育 委 員 会 各 課 ・ 教 育 機 関 等 へ 

お願いします。  



 

 
 

１ 基本方針 

令和７年度京都市教職員研修計画の基本方針 

校内外での学びの場を多様化し、すべての教職員が主体的に自らの学びを 

マネジメントする 

 

令和３年１１月、中央教育審議会「令和の日本型学校教育を担う教師の在り方特別部

会」において、「令和の日本型学校教育」を担う教師の姿として、「変化を前向きに受け

止め、教職生涯を通じて学び続ける」「子ども一人一人の学びを最大限に引き出す役割

を果たす」「子どもの主体的な学びを支援する伴走者としての能力も備えている」こと

が示されました。 

 

   さらに、令和４年『「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在

り方について～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教

職員集団の形成～（答申）』においては、子どもたちの学び（授業観・学習観）とともに

教師自身の学び（研修観の転換）を転換し、「新たな教師の学びの姿」（個別最適な学び、

協働的な学びの充実を通じた、「主体的・対話的で深い学び」）を実現する必要があると

示されています。 

 

 また、同時に、子どもたちに対してより良い教育を行うことができるようにするため  

に、これまでの取組を見直し、教師の専門性の向上と持続可能な教育環境の構築を目指 

して取り組んでいくことが求められています。 

 

これらを踏まえて、令和７年度の教職員研修では、新たに、参加者同士の主体的な

学び合いを中心とした研修手法（講師は教材の提示や問の提示を行うなど、学びの伴

走者として参加）を取り入れるとともに、各種研修においても、研修での学びが事後

の更なる探究に繋がるよう、研修内容の改善・充実等を図ります。 

 

また、引き続き、働き方改革の観点等を踏まえたオンライン・オンデマンドを活用

した研修の充実を進めるとともに、キャリアアップシート、教員育成指標、新たな研

修履歴システムを活用し、教員自身が自らを振り返り、主体的・意欲的に目的意識を

もって学びをマネジメントできるようにします。 

 

さらに、校内研修の支援・OJT の活性化の視点を重視し、勤務時間内における研究会   

活動の支援の充実を含め、「学び続ける教職員」「教職員同士の学び合い」の環境整備・

仕組み・仕掛けづくりを図り、校内外研修・自己啓発の好循環を促進します。 

 

  

 

  



 

 
 

２ 研修の柱  

 

（１） 【研修の柱１】探究的な学びを促す研修の実施 

研修の質のさらなる向上を目指して、教職員自身が自らの課題や教育観と向き合いながら、

自己研鑽を続けていくための、探究的な学びを促す研修を実施します。 

    
 

 

 

 

 

 

 

【研修の柱２】校内外研修・自己啓発の好循環の促進 

校内研修の支援・OJT の活性化の視点を重視し、研究会活動を含め、「学び続ける教職員」「教職員

同士の学び合い」の仕組み・仕掛けづくりを図り、校内外研修・自己啓発の好循環を促進します。 

 

 

 

 
 

 

 

 

【研修の柱３】研修目標の明確化・新たな研修履歴システムの活用 

研修目標を明確にするとともに、より簡便に研修履歴を記録することが出来る研修履歴管理シス

テム（令和７年度開始）を構築し、教職員が主体的・意欲的に目的意識を持って研修を受講できる仕

組みを充実します。 

  
 

 

 

 

【研修の柱４】働き方改革の観点等を踏まえたオンライン・オンデマンドを活用した 

研修の充実 

働き方改革の観点等を踏まえ、オンライン会議システム（Zoom や Teams）や、教職員研修支

援「SMART PORTAL」、国の教員研修プラットフォーム（令和 6 年度開始）、Nits（独立行政法

人 教職員支援機構「校内研修シリーズ」）等のオンデマンド配信を活用し、効果的・効率的

な研修を実施するとともに、多彩なニーズに合った研修コンテンツを提供します。 

   
 

 

  

 

 



 

 
 

３ “学び続ける教員”の目指すべき姿 
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＜採用５年目までに＞ 
教員として必要な基礎・基本
を身に付ける 
 

＜採用１０年目までに＞ 
学年や分掌等のチームリー
ダーとして学校運営に参画
する力を身に付ける 

＜採用２０年目までに＞ 
自らの実践をもとに、若手を
育成し、学年間や校務間、ベ
テランと若手をつなぎ、学校・
園の中核となるためのマネジ
メント能力を身に付ける 

   

＜教頭・ 
副校⾧＞ 

校園⾧を補佐し、 
責任をもって教職員の 
職務を的確に総括する 

みんなをつなぐ 

教

職

生

涯

を

通

じ

て
︑

学

び

続

け

る 

＜指導教諭＞ 
高度な知識・豊
富な経験をもと
に、同僚への支
援・指導・助言を
行い、主体的に
学校運営を支え
ている 
 

※講師歴や年齢によりステージが合わない場
合もあるため、年数は目安。 

＜校園⾧＞ 
最高責任者 
として経営 

 
＜初任期として＞ 
基礎的・基本的な知識と 
技能を活かして、同僚から
の助言等を得ながら職務を
遂行している 基礎を身に付ける 

＜ミドルリーダーを目指して＞ 
専門的な知識・技能や 
実践的指導力を発揮して 
同僚と協働しながら職務を 
遂行している 実践を積み重ねる 

＜ミドルリーダーとして＞ 
自分の強み・弱みを 
理解し、さらなる専門性・ 
実践的指導力を発揮して、 
ミドルリーダーとして 
学校運営に参画している 

<リーダーとして> 
培った経験をもとに、
リーダーシップを発
揮して、積極的に学
校・園運営を支えてい
る 

＜京都市教員等のキャリアステージ＞ 

 

 

＜主幹教諭＞ 
高度な知識・豊富な
経験をもとに、管理
職を補助し、命を受
けた校務を責任も
って整理し、中核的
存在として学校運
営を支えている 

伝え、支える 



 

 
 

４ すべての子どもの「学び続ける教員」であるために 

―研修履歴の記録と対話に基づく受講奨励― 

 

 

１ 研修履歴の記録について 

 

（１）概要・目的 

研修履歴の記録は、記録・管理が目的ではなく、対話に基づく受講奨励において活用し、

教員が自己の学びの成果を振り返るとともに、新たな学びに向かうための手段とする。 

研修履歴を可視化することにより、蓄積されてきた自らの学びを客観視し、今後伸ばし

たい、又は、新たに能力開発をしたい分野・領域を見出すことにより、主体的・自律的な

目標設定や自己のキャリア形成に繋げることを目的とする。 

 

 

（２）記録方法 

 研修終了後に Forms の「研修の振り返り」へ入力することで自動記録 

 

（３）記録内容 

【必須記録研修】 

ア 教育委員会が実施する研修 

イ 教育委員会が推薦する文部科学省等による研修（中央研修） 

ウ 大学院修学休業により履修した大学院の課程 

 

【任意記録研修】 

校内研修・校内研究・支部研修、校内外で行われる研究授業、研究会活動、自主的に参

加する国や他の自治体、大学や企業等が主催の研修や講演会 等 

 

【記録項目】 

研修 ID、受講年度、主催者、研修名、研修内容、日程、研修属性、研修形態、受講した

研修と「京都市教員等の資質向上に関する指標」との関係、振り返りや気づき 

 

（４）対象となる教職員の範囲 

校長、園長、副校長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、任用の

期限を付さない常勤講師、再任用教員（教諭（短時間含む）、栄養教諭、養護教諭） 

※任用期間に定めがある常勤講師、非常勤講師については活用を推奨 

 

２ 対話に基づく受講奨励について 

 

（１）概要・目的 

 校園長と教員が研修履歴とキャリアアップシートの双方（下記（４）参照）を活用して

対話を行い、今後伸ばす必要がある分野などの研修について教員から校園長へ相談したり、

校園長から情報提供や指導助言を行う。 

校園長と教員が対話を重ねていく中で、教員が自らの強みや弱み、今後伸ばすべき能力

や学校園で果たすべき役割に必要な学びを俯瞰的・客観的に理解し、効果的な資質能力の

向上につなげることを目的とする。 

より簡便に記録が可能に！ 

 



 

 
 

（２）受講奨励の方法・時期 

 校園長は、年度当初及び年度末（※）の面談のほか、様々な機会をとらえて対話に基づ

く受講奨励を行う。 

※面談の実施時期は年度末に限らず各校園及び各教職員の実情に応じて適切な時期に設

定すること。 

※対話に基づく受講奨励の対象は、校園長も含み、首席指導主事等が学校訪問等の機会に

行う。副校長や教頭については、校園長が対話に基づく受講奨励を行う。 

 

（３）対話に基づく受講奨励の対象となる教職員の範囲 

 校長、園長、副校長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、任用の

期限を付さない常勤講師、再任用教員（教諭（短時間含む）、栄養教諭、養護教諭） 

※任用期間に定めがある常勤講師、非常勤講師も対話に基づく受講奨励を行うことを推奨 

 

（４）キャリアアップシートの活用 

ア 概要 

教員が主体的・意欲的に学び続けていくための支援ツールとして、既存の自己目標申

告書に代わり活用する（実習助手は既存の自己目標申告書を活用）。選択式中心の記入

方法、レーダーチャートの活用により、自身の現状の振り返りや、学びの成果や成長を

確認できるようにする。 

 

イ 活用方法 

 【年度当初】 

・今年度の経営方針を踏まえた最優先目標具体的取組を記入。 

・学校管理職が指定する期日までに「キャリアアップシート」を提出する。 

・学校管理職と面談し、自己の目標等について共有するとともに、指導助言を受ける

中で、今後伸ばすべき能力や学校園で果たすべき役割等を踏まえながら、必要な学

びを主体的にマネジメントすることに生かす。 

 

【随時】 

・学校管理職が指定する期日までに、指標に基づいた自己の振り返りや資質向上・能

力開発の取組実績について記入し、「キャリアアップシート」を提出。 

・学校管理職と面談し、学びの成果や自らの成長実感、今後の課題等について校園長

と共有し、今後の目標等について話し合う。 

 

ウ キャリアアップシート活用の対象となる教職員の範囲 

主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、任用の期限を付さない常勤講師、 

再任用教員（教諭（短時間含む）、栄養教諭、養護教諭）、事務職員 

※任用期間に定めがある常勤講師、非常勤講師については活用を推奨 

※採用１年目教員及び事務職員は、別様式を活用 





京都市立 職名 年齢

12 年目 記入日
年度
初

2回目

１　今年度の経営方針を踏まえた最優先目標・具体的取組等

自己振り返りは、下記の５段階とし、項目ごとに記入する。

◎５：常にでき、支援・指導・助言を行う等、学校運営を支えている ◎４：安定してでき、周囲によい影響を与えている

◎３：支援・指導・助言等なく、ほぼ安定してできている ◎２：支援・指導・助言等によりできている ◎１：できていない

年
度
初

2

回

目

年
度
初

2

回

目

年
度
初

2

回

目

1

4 4
1

4 5
1

3 4

2

4 4

2

3 4

2

5 5

3

3 4

1

3 4

3

4 4

4

4 4

2

4 4

4

4 4

5

4 5

1

4 4

5

4 4

1

4 4

2

4 4

1

3 4

2
3 4

3
4 4

2
4 4

4

4 5
1

2 3

2

2 2

３　資質向上・能力開発の取組実績

＜指導助言に関する記録＞

ICTも活用しながら働き方改革を意識し
て校務を遂行している

教材研究や授業研究等を行い、授
業設計・実践・評価・改善をしている

適切な支援のために校種間、保
護者や関係機関等と連携してい
る

各教科の特質に応じた見方・考え方
を働かせ、各教科等の専門的知識
等を身に付けている I

C
T

子どものICT活用、情報モラルを
含めた情報活用能力を育成する
ための授業実践をしている

教育データを適切に利用し、個
別最適で協働的な学びの実現に
向けた学習を展開している

項　　目 項　　目 項　　目

自
覚
・
使
命
感

教育的愛情と教職に対する使命感や情
熱をもって教育実践を進めている 学

校
運
営
参
画
等

他の教職員等と協働し、自校の課題
解決に向けた取組を率先して推進し
ている

学
級
（

H
R
）

経
営
・
生
徒
指
導

互いを認め合う学級（ホーム
ルーム）を築いている

子どもや保護者・地域等と信頼関係を構
築している

保護者・地域・他校種や関係機関と
の連携がより効果的になるよう、連
絡・調整を行い、組織的に教育活動
の充実に取り組んでいる

子どもが規範意識や人権意識を
持って常に正しい判断ができる
ような支援や指導をしている

社会の変化に応じた広い視野と向上心
を持って常に学び続けている

学
び
合
い

第３ステージ（主に採用１１年目～２０年目）

更なる専門性・実践的指導力を発揮して、ミドルリーダーとして教職員の成長や教育活動全体を支えている。

歳

経験
年数

担当
学年

6年 校務
分掌

学年主任

学校
・園

永松小学校 氏名 京都　太郎

教育相談の意義や理論を理解
し、子どもの悩みや思いを共感
的に受け止め、学校生活への適
応や子どもの成長の援助をして
いる

連
携
・
協
働

京都市教員等のキャリアアップシート（記入例・小学校教諭用）

広い視野と経験を活かして、後輩へ
の指導助言のみならず、自身の資
質・能力を高める教職員の学び合い
高め合う取組を推進している

子どもと向き合い、課題を的確に
理解し、個や集団に応じた適切
な指導と支援をしている

豊かな人権感覚をもち、子どもの個性・
特性や価値観を尊重して教育活動を推
進している

教職員間で支え合える環境を構築
する等、風通しのよい組織づくり、関
係づくりを行っている

問題行動やいじめ・不登校等に
対し、正しく情報共有し、組織的
に対応している

安全管理・危機管理に対する意識を高
め、組織的な取組を進めている

学
習
指
導

主体的・対話的で深い学びに向けた
授業づくりや、個別最適で協働的な
学びを両立した子ども中心の授業を
している

自身や学校園の強み弱みを理解し、教
職員・家庭・地域等との連携協働を通じ
て課題を解決しようとしている

教育課程を軸に教育活動の改善・充
実を組織的・計画的に行い、好循環
を生み出すカリキュラム・マネジメン
トの意義を理解している

教諭 35

配
慮
・
支
援

特別な配慮や支援を必要とする
子どもの特性等を理解し、組織
的な対応に必要な知識や支援方
法を身に付け、学習上・生活上
の支援の工夫を行っている

２　「自己振り返り」を踏まえた資質向上・能力開発の取組計画

令和○年○月○○日 令和○年○月○○日

自覚・

使命感

連携・

協働

学校運

営参画

等

学び合

い

学習指

導

学級経

営・生

徒指導

配慮・

支援

ＩＣＴ

「キャリアアップシート」自己振り返り

年度初

２回目

管理職と自己の目標や取組について共有した際に，

指導助言のあった内容等について必要に応じて記入。

今年度の教育目標や経営方針，校園⾧が最優先とする目標・取組を踏まえ，学習指導・授業改善・学級経営，今年度担当する校

務分掌・担当学年等に関して，自己が最優先とする目標・取組を１～２つを選び，記入。

（「新たな課題や困難な課題への積極的挑戦」など，新しい視点からのより高い目標・取組を記入。）

受講予定の研修等を記入。
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京都市教員等の資質の向上に関する指標（管理職） 



 

 

 


